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１．現行計画の計画天端高

現行計画では、大阪湾沿岸に最も影響を及ぼす台風として、（伊勢湾台風規模、室戸台風コー
ス）が選定され、モデル台風を対象とした高潮・波浪推算により計画外力が設定されている。

計画天端高は、海岸保全施設の設置位置に応じて、「港外」、「港内」および「埋立地」（波浪
が作用しない場合）に区分分けし、それぞれ、下表に示す方針で計画天端高が設定されている。

「港外」の計画天端高は、消波工を設定した断面を想定し、越波量を低減できる高さとして、水
理模型実験の結果より、下表のように設定されている。

【出典】パンフレット「大阪府の海岸」（大阪府港湾局）
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現行計画の考え方を踏まえ、
海岸保全施設の設置位置に応
じて外力条件を設定、「港
外」では、消波工被覆を前提
とする。なお、外力条件は推
算により設定。



２．１ 計画天端高設定方針

２．計画天端高の設定方法 2

将来気候（2℃上昇シナリオ）における防護水準（潮位偏差、
沖波波浪、津波水位）を基に算出した必要天端高に余裕高を
加えたものを計画天端高として設定。

必要天端高は、高潮・波浪による必要天端高と津波による必
要天端高のうち厳しい条件を採用。

波浪変形計算を実施し、各施設の堤前波（換算沖波波高）を
算定。各施設の構造形式に応じて、越波流量もしくは打ち上
げ高を算定し、高潮・波浪による必要高を算定（次頁参照）。

津波による必要天端高は、L1津波を防護できる高さとして設
定。地震による地殻沈降量を考慮して必要天端高を設定。

堤防天端高の設定における若干の不確実性に対応するため余
裕高を考慮（海岸基準に準拠、p.4参照）。

【計画天端高の設定イメージ】

検討条件等 備　　考

想定シナリオ  2℃上昇シナリオ

海面上昇量  0.4m

想定台風 ・伊勢湾台風規模・平成30年台風21号コース 現行計画は伊勢湾台風規模・室戸台風コース

潮位偏差
沖波波高

堤前波高 ・波浪変形計算を実施して算定
防護ライン前面が陸地の場合には波浪の作用な
しとして検討

潮位条件  O.P.+2.3m（台風期朔望平均満潮位） 現行計画から最新値に更新

想定波源
 大和川以北：想定昭和南海地震津波
 大和川以南：想定安政南海地震津波

レベル1津波

潮位条件  O.P.+2.2m（通年の朔望平均満潮位）

必要天端高
(高潮・波浪)

下記いずれかの天端高として設定
・許容越波流量以下となる天端高として設定
・打ち上げ高以上となる天端高として設定

・人工海浜など複合断面は打ち上げ高にて設定
・許容越波流量は、基本的に0.01m3/s/mとする

必要天端高
（津波）

・最大津波水位以上となる天端高として設定
・天端高は地殻沈降量を考慮して設定

計画天端高
・高潮と津波のいずれか厳しい条件を採用
・余裕高を考慮

余裕高  0.3m（気候変動の不確実性を考慮） 現行計画では埋立地において0.3m程度を設定

外力条件
（高潮

・波浪）

計画天端高
の設定

現行計画では潮位偏差最大時の波高を採用

前提条件

外力条件
（津波）

・天端高最大となる時間の潮位偏差および沖波波高を採用

台風期朔望平均満潮位

（O.P.+2.3m）

海面上昇量：0.4m

潮位偏差

計画高潮位

計画天端高

必要天端高 余裕高

必要高（高潮・波浪）

・ 許容越波流量以下

ＯＲ

・ 波の打ち上げ高

※ 高潮と津波のいずれか

厳しい条件を採用

朔望平均満潮位（通年）（O.P.+2.2m）

必要高（津波）
※地殻沈降量考慮

・津波高

海面上昇量：0.4m



２．２ 必要天端高算定方法

２．計画天端高の設定方法 3

高潮・波浪に対する必要天端高は、「海岸保全施設の技術上の基準・
同解説」に準じ、施設の設置位置により、越波流量もしくは打ち上げ
高により算定（人工海浜は打ち上げ高にて検討）（右図参照）。

越波流量は越波量算定図（越波量算定近似式）を用いて算定。許容越
波流量以下となる天端高を算定。許容越波流量は、基本的には
0.01m3/s/mとする（下表参照）。

打ち上げ高は、改良仮想勾配法（下図参照）により算定し、打ち上げ
高以上となる必要天端高を設定。

【越波流量算定イメージ】

【背後地の重要度からみた許容越波流量】

【出典】「海岸保全施設の技術上の基準・同解説」（平成30年8月）p.2-68

【必要天端高算定手法の選定イメージ】

【改良仮想勾配法】

①検討対象とする断面を深浅測量結果等よりモ
デル化

②波浪条件を用いて砕波水深算定図より砕波水
深hbを算定

③打ち上げ高Rを「仮定」し、右図の断面積Aを
算出、仮想勾配cotα（＝2A/(hb+R)2）を算定

④仮想勾配cotαより、打ち上げ高算定図（右
図）を用いて打ち上げ高Rを算定

⑤③で仮定した打ち上げ高と④で算定した打ち
上げ高が一致するまで③～⑤の手順を実施

【出典】「海岸保全施設の技術上の基準・同解説」（平成30年8月）p.2-74

【出典】「海岸保全施設の技術上の基準・同解説」（平成30年8月）p.2-63



２．計画天端高の設定方法

【堤防の余裕高】

【出典】「海岸保全施設の技術上の基
準・同解説」（平成30年8月）
p.3-31～3-32

4

２．３ 余裕高の設定

「海岸保全施設の技術上の基準・同解説」に準拠し、不確実性を考慮して余裕高を設定する。

余裕高＝０．３ｍ
現行計画と同程度の余裕高として設定。

計画天端高は2℃上昇シナリオを想定して設定。余裕高0.3mを考慮することで、堤防天端高の設定における若
干の不確実性（気候変動等）への対応が可能。


